
A会場（2階・B-201） B会場（2階・B-202） C会場（2階・B-203） D会場（2階・B-204） E会場（3階・B-304） F会場（3階・B-302）

司会 ⽇野健太（駒澤⼤学） 佐藤 秀典（筑波⼤学） ⽥路則⼦（法政⼤学） 近能 善範（法政⼤学） 松本陽⼀（慶應義塾⼤学） ⼭下勝（⻘⼭学院⼤学）

10:00-10:25 1

【A1】
⼼理的資本によるウェルビーイング促
進に関する実証研究−組織的⽀援･
オーセンティックリーダーシップ･伴
⾛型⽀援の統合モデル−

＊堂⻄晴⾹（神⼾⼤学⼤学院）

【B1】
 CSR認知が不正⾏為の動機づけ・許
容傾向に及ぼす影響−モラル・ライセ
ンシングの媒介効果の検討−

＊⼭⽥智（東京都⽴⼤学⼤学院）

【C1】
⼤学発スタートアップの構想段階にお
けるフレーミングと動員−制度的要素
を⽤いた調整メカニズムの事例分析−

＊辻村千尋（京都⼤学⼤学院）

【D1】
企業間紐帯における暗黙知の移転メカ
ニズム−グローバル航空機産業におけ
る移籍発明者の実証分析−

＊本⽥卓也（筑波⼤学⼤学院）

【E1】
マネジメント・ファッションの視点か
らのオープン・イノベーションの議論
−OIの流⾏と普及は、連携の量及び質
的成果に関係するか？−

＊宇都宮沙織（早稲⽥⼤学⼤学院）

【F1】
⼤企業は探索から⽣まれる証拠をいか
に投資判断可能にするのか−企業内新
規事業におけるシグナル翻訳アーキテ
クチャと企業内正当性−

＊⾼橋寛（⼀橋⼤学⼤学院）

10:25-10:50 2

【A2】
ファミリー企業の事業承継における先
代経営者の継続的関与 −退出後の貢
献類型とその⼼理的・基盤的要因に関
する事例研究−

＊迫⽥裕紀（神⼾⼤学⼤学院）

【B2】
労働基準法違反の公表と企業価値−市
場反応と中⻑期的パフォーマンスの分
析−

＊松本智広（東京都⽴⼤学⼤学院）

【C2】
ディープテック・スタートアップにお
ける組織能⼒の質的・累積的進化−マ
イクロ波化学における制度的複雑性の
解消と資源組み替えの動態−

＊林宗弘（⼀橋⼤学⼤学院）

【D2】
未利⽤資源活⽤によるサステナビリ
ティ志向のイノベーション創出のプロ
セス−廃棄化粧品と⾷品副産物を活⽤
した新製品化の事例⽐較−

＊鈴⽊諒⼦（東京⼤学⼤学院）

【E2】
デジタル製品開発における経験的両利
き−Transactive Memory Systemの
逆U字型効果に対する重量級プロダク
トマネージャーと技術ダイナミズムの
調整効果−

＊⼭本将也（筑波⼤学⼤学院）

【F2】
⽇本的Strategy as Practice(SaP)の
探求−戦略論研究の新たな発展に向け
て−

＊髙橋豪（⼤阪公⽴⼤学⼤学院）

10:50-11:00

11:00-11:25 3

【A3】
部下の職務⾏動に関する管理職のマイ
ンドセットと部下への関与−ビネット
実験と質問紙調査を⽤いた検討−

＊岩本慧悟（東洋⼤学⼤学院）

【B3】
外⽣的ショックが企業⾏動に与える影
響ー中国の廃棄物輸⼊規制を⽤いた実
証分析ー

＊蒙嘉欣（慶應義塾⼤学⼤学院）

【C3】
 京都の⽼舗企業における廃業メカニ
ズムの実証研究

＊松岡正（⿓⾕⼤学⼤学院）

【D3】
超⼤企業における探索ユニットの⽣存
戦略−外部の解と社内の潜在課題の
マッチングに着⽬して−

＊河野永貴（愛知学院⼤学⼤学院）

【E3】
イシューセリング意欲を⽣み出す認
知・価値・感情要因の統合的実証研究
−主体的動機づけの観点からの再検討
−

＊前⽥誠⼀郎（筑波⼤学⼤学院）

【F3】
アウトソーシングの拡⼤と組織能⼒の
空洞化−⾏政組織を事例とした吸収能
⼒・組織的記憶の理論的境界条件の検
討−

＊吉井弘和（慶應義塾⼤学⼤学院）

11:25-11:50 4

【C4】
ＣＶＣ投資における探索距離のマネジ
メント−探索戦略の違いが⽣存と成果
に与える影響−

＊上⽥彬正（慶應義塾⼤学⼤学院）

【D4】
他市場への技術転⽤の成功に対する既
存製品への技術統合の調整効果に関す
るメタ分析

＊⼩松弘希（東京科学⼤学⼤学院）

【E4】
特定顧客依存からの離脱と能⼒蓄積プ
ロセス−⽇⽴・⽔⼾地域の下請企業の
事例に着⽬して−

＊清⼭毅（⼀橋⼤学⼤学院）

11:50-13:05

司会 安藤史江（南⼭⼤学） ⾼⽥直樹（⼀橋⼤学） 阿部智和（北海道⼤学） 渡邉万⾥⼦（東京理科⼤学） ⼭⽥仁⼀郎（京都⼤学） ⽬代武史（九州⼤学）

13:05-13:45 5

【A5】
ダイナミック・ケイパビリティとビジ
ネスモデルイノベーション−レゾナッ
ク・ホールディングス（4004）の
ケース−

＊⽳井宏和（⽴命館⼤学）

【B5】
経営者をめぐる印象管理戦略の模倣的
同型化−トップメッセージにおけるビ
ジョン提⽰の実証研究−

＊藤澤優（株式会社デンソー）・佐藤
秀典（筑波⼤学）

【C5】
オープン・イノベーション戦略の実⾏
における価値評価−⾃然⾔語処理によ
る探索と深化の定量分析−

＊内⽥彬浩（⽴教⼤学）

【D5】
負の要素を肯定的評価に転換する企業
家ストーリーに関する研究−歴史的
ゲームタイトルからの⽰唆−

＊井上祐樹（東京科学⼤学）

【E5】
組織形成における信頼のクロスレベル
循環−遠州鉄道における組織実践と部
署横断的協働−

＊中川晃（静岡⽂化芸術⼤学）

【F5】
経営者が操る不協和なメタファー−松
下幸之助が⽤いた⾔語の引き出しと変
遷−

＊⾈津昌平（東京⼤学）・中本⿓市
（⼤阪公⽴⼤学）

13:45-14:25 6

【A6】
地域的知識創造はいかに循環型ビジネ
スモデルを進化させるのか−⾺路村ゆ
ずビジネスの⻑期縦断的事例研究−

＊桂信太郎（⾼知⼯科⼤学）・廣瀬⽂
乃（⽴教⼤学）

【B6】
流⾏しているのは実践かそれともラベ
ルか？−マネジメントファッション現
象に着⽬したイベントスタディ分析−

＊⾼橋宏和（東京都⽴⼤学⼤学院）・
⽊川⼤輔（法政⼤学）

【C6】
AI協働における再帰的実践の変容−⽂
献レビューを題材とした閉回路のメカ
ニズム分析−

＊今井悠資（グロービス経営⼤学
院）・中園宏幸（関⻄⼤学）

【D6】
⼩規模⾃営業者における顧客との翻
訳・適応・学習を通じた顧客共鳴の⽣
成

＊⽵居邦彦（東京科学⼤学）・⼩松弘
希（東京科学⼤学）・井上祐樹（東京
科学⼤学）

【E6】
中⼩企業の第⼆創業における創造と規
律のメカニズム

＊武⽂芸（⼤阪公⽴⼤学）

【F6】
部品調達取引と垂直的系列関係−⽇本
の⾃動⾞産業における既存・新規部品
取引構造の⻑期パネルデータ分析（既
存部品対新規部品）−

＊武⽯彰（学習院⼤学）・中本⿓市
（⼤阪公⽴⼤学）

14:25-14:35

14:35-15:15 7

【A7】
ライン管理者間での相互の影響に基づ
く⼈的資源管理の運⽤

＊森⾕周⼀（関⻄学院⼤学）

【B7】
移動通信産業における制度的条件とエ
コシステム影響⼒の形成
−6Gを⾒据えた3層影響経路モデルに
よる国際⽐較−

＊柳京旼（⼀橋⼤学）

【C7】
戦略的持続性がイノベーションの質に
与える影響−環境ダイナミズムの調整
効果−

＊⾺瑞潔（東京都⽴産業技術⼤学院⼤
学）

【D7】
 創造的⾏動の動態−不確実性下にお
ける創造性の多起源的枠組み−

＊澤⾕由⾥⼦（NUCB Business
School）

【E7】
起業家教育における相互作⽤プロセス
のシミュレーション−⽣成エージェン
トによる理論的実験室の提案−

＊秋庭太（⿓⾕⼤学）

【F7】
中間サプライヤにおける新産業材の普
及阻害と受容のメカニズム

＊岸本武亮（⽇清紡ケミカル株式会
社）・内海京久（⾼知⼯科⼤学）

15:15-15:55 8

【A8】
企業の国際化が国内の⾮市場戦略に与
える影響

＊⽯郷岡達也（⽇本⾃動⾞⼯業会）

【B8】
 地域創⽣をめざすeスポーツ推進組織
の考察−ハイブリッド組織を対象とし
た⽐較検討−

＊四⽅邦宗（神⼾⼤学）

【C8】
産業クラスターとコミュニティーキャ
ピタル−今治海事クラスター解明のた
めに−

＊⻄岡久継（松⼭⼤学）

【D8】
実践を通じて⽣成・再構成されるパー
パス−井上ワイナリー株式会社の事例
研究−

＊⽯⾕康⼈（周南公⽴⼤学）

【E8】
起業機会認識とエフェクチュエーショ
ン−先例ある製品と先例ない製品の⽐
較−

＊⽥路則⼦（法政⼤学）

【F8】
技術パラダイム転換を乗り越える両利
き経営−富⼠フイルムとコニカの事例
研究−

＊内海京久（⾼知⼯科⼤学）

15:55-16:05

16:05-17:05

17:05-18:05

2026年度組織学会研究発表⼤会（関⻄学院⼤学）プログラム
6⽉20⽇(⼟) ⼤会・1⽇⽬ 会場建物：B号館

【大学院生セッション1】

昼休憩（75分）

休憩（10分）

研究交流セッション （60分）：H会場（1階・B104）

【研究発表セッション1】

休憩（10分）

休憩（10分）

総会（60分）：G会場（1階・B101）



A会場（2階・B-201） B会場（2階・B-202） C会場（2階・B-203） D会場（2階・B-204） E会場（3階・B-304） F会場（3階・B-302）

司会 村瀬俊朗（早稲⽥⼤学） 藤井暢⼈（桃⼭学院⼤学） 横⼭恵⼦（関⻄⼤学） ⻄野和美（⼀橋⼤学） 船越多枝(⼤阪経済⼤学） ⾼井⽂⼦（横浜国⽴⼤学）

09:30-10:10 9

【A9】
従業員と組織の関係性に関する探索的
検討−組織への帰属意識と個⼈のキャ
リア意識に着⽬して−

＊野津創太（⽇本⼤学）

【B9】
 PMIにおける⾃律性が被買収企業の
従業員の離職意思に与える影響

＊司昊軒（京都⼤学）

【C9】
イントラプレナーへの転換点
−航空会社によるLCC創出の事例研究
−

＊新藤晴⾂（中央⼤学）・和⽥雅⼦
（中央⼤学）

【D9】
道具の再設計による制度ロジック間緊
張の調整メカニズム
−宇治園製茶の海外カフェ展開の事例
−

＊宮川幸⼦（獨協⼤学）・押久保政彦
（⽇本経済⼤学）

【E9】
 パラドキシカル・リーダーシップの
認知的・情動的基盤−統合的複雑性と
認知的再評価の相互作⽤と社会的⽀援
の調整効果−

＊謝昕（⽴教⼤学）・成⿓（⽴教⼤
学）

【F9】
 Local Procurement Autonomy as
Enacted Practice in Multinational
Corporations: A Multiple-Case
Study of Japanese Subsidiaries

＊播摩泰洋（筑波⼤学⼤学院修了）

10:10-10:50 10

【A10】
「使えない上司」はどうすれば許され
るのか−同僚理解と是正措置の効果−

＊⽝塚篤（名古屋⼤学）

【B10】
 キャリアショック研究の現状と課題
―概念の明確化と尺度開発に向けて―

＊北村雅昭（⼤⼿前⼤学）

【C10】
プロジェクト・チームの事業創造メカ
ニズムへの組織上位層の影響

＊⽵⽥陽⼦（中央⼤学）

【D10】
 新製品開発における探索の効果に関
する考察

＊⻩巍（⽴命館⼤学）

【E10】
外国⼈材供給の観点からみた留学⽣の
教育・就労移⾏−ネパール⼈留学⽣の
労働市場への組織的統合プロセス−

＊⽒家佐江⼦（SBFコンサルティング
合同会社）

【F10】
How Knowledge Brokers Bridge
Knowledge Boundaries: A Process
Model of Knowledge Brokerage in
Boundary-Crossing Teams

＊松井孝憲（法政⼤学⼤学院）

10:50-11:00

11:00-11:40 11

【A11】
博⼠課程経験者は組織の中でどのよう
に⾃⼰を位置づけるのか−⾮アカデミ
ア移⾏後の職業的アイデンティティの
相互⾏為的実践−

＊岡⽥茉⼸（三菱UFJリサーチ&コン
サルティング株式会社）

【B11】
効率性の追求は業績を改善するか−
DEAによる資源変換効率と業績の関係
−

＊新井博⼦（筑波⼤学）・⽴本博⽂
（筑波⼤学）

【C11】
⾏政組織はいかに⾃⼰⾰新するのか−
翻訳の連鎖からみた制度形成過程−

＊⾦治宏（京都光華⼥⼦⼤学）・藤井
⼤児（岡⼭⼤学）

【D11】
コモディティ市場における製品のポジ
ショニング戦略

＊伊藤憲哉（早稲⽥⼤学）

【E11】
事業変⾰期におけるリスキリングの実
態−⼆流路型⼈材形成−

＊⻑内厚（早稲⽥⼤学）・柿内秀賢
（パーソルイノベーション株式会
社）・清⽔さやか（パーソルイノベー
ション株式会社）

【F11】
実践理論が提唱するフラット・オント
ロジーとはいかなるものか

＊廣⽥俊郎（関⻄⼤学）

11:40-12:20 12

【A12】
可視化された特別扱いは職場秩序をど
う再編するか？−⽇本とベトナムにお
ける質的研究−

＊服部泰宏（神⼾⼤学）

【B12】
取締役会構成の多様化と企業価値への
影響−⼥性取締役の⼆重チャネル効
果：社内取締役は業績を、社外取締役
は市場評価を改善するか−

＊⽯塚愛（筑波⼤学）・⽴本博⽂（筑
波⼤学）

【C12】
個⼈レベルの探索・深化がイノベー
ション業績に与える影響―漫画単⾏本
データの実証研究―

＊中川摩莉⼦（上智⼤学）

【D12】
不確実性下におけるビジネスモデルの
分岐と共進化−HUAWEIの⾃動⾞事業
における取引構造の移植−

＊坂井貴之（早稲⽥⼤学）・⻩丁益
（RIZAPグループ株式会社）

【E12】
地⽅紙DXにおけるアクセス設計−紙
購読制度下の部分同型化−

＊⼋⽊さゆり（読売新聞）・⻑内厚
（早稲⽥⼤学）

【F12】
辺境における偏狭−⾔語基軸通貨化が
⽣む⾃⼰奴隷化とやがて悲しき研究倫
理−

＊岩尾俊兵（慶應義塾⼤学）

12:20-13:35

司会 服部泰宏（神⼾⼤学） 三崎秀央（関⻄⼤学） 伊藤智明（横浜市⽴⼤学） 福本俊樹（同志社⼤学） 神吉直⼈（甲南⼤学） 中本⿓市（⼤阪公⽴⼤学）

13:35-14:15 13

【A13】
⽇本の経営学アカデミアにおける「傍
らで書くこと」による抵抗−交差的
オートエスノグラフィー−

＊柳淳也（京都⼤学）・崔麗超（関⻄
外国語⼤学）・林部由⾹（岡⼭商科⼤
学）・Zhao Weijie（京都⼤学）

【B13】
集合的マインドに基づく⾮常事態にお
ける創造的な対応

＊⽔⾕浩之（明海⼤学）

【C13】
仕事の負担感が創造的⾏動に与える影
響−援助要請と資源枯渇を含む調整媒
介モデル−

＊松下将章（関⻄学院⼤学）・藤井暢
⼈（桃⼭学院⼤学）・⼟屋佑介（埼⽟
⼤学）・辺⾒英貴（⻑崎⼤学）

【D13】
マネジメント論の研究における量的研
究による質的研究の乗っ取り

＊蔡イン錫（専修⼤学）

【E13】
探索・活⽤研究における組織内知識構
成−⽇本⾃動⾞産業の⻑期データによ
る実証分析−

＊⼯藤秀雄（⻄南学院⼤学）

【F13】
中⼩企業PMIにおける変⾰停滞の構造
的整理−三事例の⽐較分析を通じて−

＊藤⽉深都留（株式会社ミライエ・
ホールディングス）

14:15-14:55 14

【A14】
逸脱を引き受けるミドルマネージャに
よる制度進化の翻訳実践

＊宮下航（パナソニックホールディン
グス株式会社）・飯⽥裕美（パナソ
ニックホールディングス株式会社）・
澤⾕由⾥⼦（名古屋商科⼤学ビジネス
スクール）

【B14】
企業不正に対する事前のガバナンスと
事後のガバナンス−不正会計を防⽌す
る機能と検出する機能に関する定量的
実証研究−

＊柴野良美（京都産業⼤学）

【C14】
ビジネス領域にも広がるアーティス
ト・コレクティブの創造性−6事例の
⽐較分析によるポスト組織論的考察−

＊宮川尚（武蔵野美術⼤学）

【D14】
⾏為の経営学の⽅法論的含意−知識の
ドームの空洞と⽅法論的寛容−

＊兒⽟公⼀郎（⽇本⼤学）

【E14】
⼩売業界におけるビジネスモデルの組
み合わせ−リカーリングモデルは収益
性と成⻑性向上に寄与するか−

＊近藤祐⼤（早稲⽥⼤学）・四宮拓実
（株式会社Relic）

【F14】
CVCがスタートアップのIPO時時価総
額に及ぼす影響−⽇本におけるIPOま
での期間に着⽬して−

＊吉⽥聖崇（⼀橋⼤学）

14:55-15:05

15:05-15:45 15

【A15】
企業アルムナイにおける退職者価値の
差異とその要因−企業公式アルムナイ
の⽐較分析−

＊⾼橋⿓征（中央⼤学）

【B15】
 新たな調整メカニズムとしてのシェ
アード・カップリング

＊原⽥勉（神⼾⼤学）

【C15】
参加型組織での技術受容態度の多様性
と管理職の境界管理実践−AI・データ
サイエンス導⼊における発達的分化の
メカニズム−

＊中井秀樹（株式会社村⽥製作所）

【D15】
組織研究における時間・認知資源の導
⼊−⼆重過程理論の適⽤によるDual
Garbage Can Modelの構築−

＊熊⽥智徳（防衛⼤学校）・舘⼭優佳
（陸上⾃衛隊）

【E15】
AIプラットフォーム企業による統合包
囲の動学的メカニズム−包囲攻勢度内
⽣化モデルのシナリオ分析−

＊⽊村誠（新潟国際情報⼤学）

【F15】
海外⼦会社の環境経営に対する⽇本本
社の影響要因−欧州⽇系製造業のクロ
スセクショナル・データを⽤いて−

＊⽊全晃（明治⼤学）・板倉宏昭（東
京都⽴産業技術⼤学院⼤学）
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